
○ 青果物流通の概要
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輸入生鮮青果物 2,602億円
（うち野菜 1,082億円）
（うち果実 1,520億円）

農業産出額のうち

JAに出荷されるもの

約57%

JAの連合会利用

約86%

※ 農業産出額はH25年度、卸売市場取扱額はH25年度、JA全農青果センター㈱取扱高はH26年度、輸入生鮮青果物の金額はH26年度の数値。 
※「生産者のＪＡ利用率」および「ＪＡの連合会利用率」はH25年度の数値。
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出典：産業競争力会議 実行実現点検会合（テーマ：農業）・ 規制改革会議 農業ＷＧ
　　　合同会合（平成28年3月30日）全農 14

農産物の流通構造
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○ 米の主な流通経路（主食用）

国内の米の生産量は約750万トン。
その中でJAグループでは全体の約４割、またJA全農では約3割を取り扱い（平成27年産米）。

農産物の流通構造

全農ホームページ（米穀事業）をもとに内閣府規制改革推進室作成
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